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＜スライド２について＞ 

 それでは、川上の方からサイクルプロジェクトの三年

間の歩みについて、ご報告をさせていただきたいと思い

ます。本学のサイクルプロジェクトは、文部科学省のい

わゆる現代ＧＰの取組として、採択していただいたわけ

ですが、基本的には、キャリアを考えるプロジェクトで

あるという位置づけのプロジェクトです。そもそも、「キ

ャリア」というのは何かというお話からさせていただき

たいと思いますけれども、我々がまず、そのキャリアと

は何かという事を考えた時に、とにかく、先を見据える

こと、そして、先に繋がることを見据えること、先を見据えた上で今、何をやるべきかということを考えることが、

キャリアという言葉の意味合いではないのかと考えております。それは、今と、そして、未来との間には、無数の

点があって、その点を点と点という形でつないでいくこと、それがキャリアを過ごしていくということであり、ま

た、その点を繋いでいくことがキャリアの教育になるのではないか、と考えております。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド３について＞ 

 したがって、いわゆるキャリア教育として考えるべき

なのは、具体的にどう就職するか、どういうところへ就

職するかとかではなくて、そもそも人生そのものを考え

ることであり、そして、教育としては、その人生を考え

る力を育ててやること、これがキャリア教育になるので

はないかと考えています。したがって、ここで重要にな

って来ますのは、人生を通じて役に立つような知恵を育

ててやるということではないか。これは、“知恵”という

言葉を、“知識”という言葉と対比させて使いたいと考え

ております。すなわち、個々の学問が持っているようなものも含めまして、それぞれの事は知識であり、それを、

生活の中で、あるいは人生の中で、活かしていくことができるということが、知恵があるということになるのでは

ないかと考えております。こうした知恵を育てていく為には、汎用的で総合的なキャリア教育が必要になってまい

ります。特に、本学の場合には、学科が非常にたくさんありまして、専門の内容が極めて多岐にわたっております。

心理系の学科もありますし、栄養系、それから、文学系、等々非常に多くの種類の学問領域がありますので、学生

の就職先とか将来についてのビジョンというのは、極めて多岐にわたっています。そうした中で、大学としての取

組として、キャリア教育、あるいは、キャリアというものを考えていく時に、できるだけ、汎用的でかつ、総合的

なキャリア教育というのを考えていくことが必要なのではないかというところに思い至りました。すなわち、どん 
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な進路を選択するにしても、そこで役に立つような、汎用的な力を育てること。これがキャリアの教育であるとい

う風に我々自身は考えたわけです。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド４について＞ 

 そのうえで、では、どんな進路を選択するにしても役

立つ、汎用的な知識、汎用的な力、汎用的なスキルとい

うのは何か、ということですけれども、ここでわれわれ

が注目をいたしましたのが、ジェネリック・スキルと呼

ばれているスキルであります。これはジェネリック・ス

キルというものは何であると言われているかと申します

と、特定の文脈を超えて、使えるような適用可能な高次

のスキルであって、これは、学生の雇用可能性、非常に

生々しい話になりましたけれども、雇用可能性を高める

といわれているスキルだというなっているわけです。ジェネリックという言葉は、いわゆる医薬品でしか名前を聞

いたことがないという方が多かったわけですけれども、その中で、ジェネリック・スキルというものに注目をして、

我々はこれを学生の中に育てていこう、ジェネリックというのは当然ですけれども、非常に汎用的なもの、非常に

抽象的なものですので、このままでは、どうにも扱いづらいということで、我々は改めてジェネリック・スキルと

いうものを考えたうえで、こんな風に考えました。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド５について＞ 

 すなわち、ジェネリック・スキルというのは社会の中

で課題を解決する能力である、そして、その専門知識、

特に大学での本来の教育として求められているのは、あ

る種の領域における専門知識の習得というのが中心的な

位置にあるわけですけれども、この専門知識を実際に社

会の中で活かしていくための知恵にあたる部分ではない

か、と考えたわけです。 
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＜スライド６について＞ 

 そのうえで、このジェネリック・スキルというのを改

めて、４つの力、これは広島経済大学さんもたまたまと

いうべきかわからないですけれども、４つというフィー

ルドを設定されておられましたが、我々も４つの力とい

う風に考えたわけです。その４つの力というのは、「気づ

く力」「考えぬく力」「聴き・伝える力」「やり遂げる力」

すなわち、本学においては、このジェネリック・スキル

というものをこの４つの力であると考えて、プロジェク

トを進行させていくということにいたしました。この４

つの力というのは、実は、循環する４つの力なのではないか、というのが我々の考え方です。すなわち、我々が何

かの問題に直面した時に、その問題がどこにあるのか、ということに気づく。このことがまずは、問題解決、ある

いは、課題解決のスタート地点にあたるかと思います。そして、問題に気づいた場合に、それについてしっかり考

えぬく。これは、論理的に考えるでありますとか、客観的に考えるでありますとか、いろんな意味合いを含めまし

て、考えぬくことが必要である。そして、その上で、それを他者とコミュニケートしていく中で、つまり、人から

情報を集めたり、あるいは、人に我々から情報を発信して伝えたりしていく中で、最終的に課題を解決するという

形でやり遂げるということが待っているのではないか、という風に考えます。そうすると、やり遂げた段階では、

我々は一段高い位置にいるわけですので、また、視野が変わりまして、新しい問題点が見えてきたり、さらなる目

標が見えてきたりということで、また、気づいて、ということでこの４つの力は、循環する４つの力だと我々は考

えております。こうしたチカラを学生さんの中に育てていくことが、非常に重要で、それが、我々が考えるキャリ

ア教育にあたるのではないかというのが我々のスタンスです。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド７について＞ 

 では、こうした力を育てていく育てていくと言いますけれ

ども、どこで育てていくのか、どういう場面で育てていくの

か、という考え方が、次のスライドです。４つの場面を我々

自身は想定をいたしております。ひとつ目が正課授業、すな

わち、これは、大学の普通の授業という場面です。それから、

二つ目がこれは、多くの大学で設定されていると思いますけ

れども、いわゆるキャリア科目と呼ばれるキャリアの育成、

キャリアの教育を目指す、目標とした科目群、そして、3 つ

目がインターンシップ。そして、４つ目が、地域貢献活動。

これは、ボランティアなんかを主に考えておりますけれども、場合によっては、アルバイトなんかも含めてこのあ 
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たりに入ってくるのではないか、と我々自身は考えております。すなわち、大学生の本分としてのまず正課授業、

ここの中で、こういう力を育てる。その力を持って、彼女らは、キャリア授業なんかにも出かけていく。出向いて

いく。そして、そういう大学の中で培ったそういう力を持って実際に、企業の場、実際の社会の中という言い方が

適切かもしれませんが、インターンシップの中に出かけて行って、そこで、力を磨く。そのうえで、最終的には、

広く地域社会の中で、というような言い方になりますけども、力を磨いていって、そこでまた、これもまた先程ご

報告いただいた広島経済大学の取組と非常に近いと思っているんですが、そういう活動の中で、必要になる力がわ

かってくれば、それを授業の中で身につけようという形で、授業に帰ってくるという形。これ自身も循環するよう

な、４つのフィールドだと考えるわけです。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド８・９について＞ 

 この取組自身を我々は樟蔭が取り組んでいる統合的なキャリアを導いていくような教育であるという風に考えま

して、Shoin Integrated Career Leading Education という風に名前を付けました。これをＳＩＣＬＥプロジェ

クト、循環という意味合いのサイクルとかけているので、時々、綴りが間違っていますよ、と指摘をされたりする

んですけれども、そうではなくて、こういうもじりでサイクルプロジェクトという名前を付けて、活動を続けてま

いりました。ここから３年間、実質的には２年半というべきかもしれませんけれども、３年間の取り組みについて、

順次ご報告をさせていただこうと思います。 
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＜スライド 10・11 について＞ 

 まず、2007 年度の取り組みについてご報告をさせていただきます。この年にいわゆる現代ＧＰの採択をいただ

いて、取組をはじめたわけですけれども、ここで、まず、させていただいたのは、教育開発機構という本学の組織

がございます。これは、いわゆる本学のプロジェクト型の、本学の教育について考えていくための機構であります

けれども、この機構の中にジェネリック・スキル教育部会というものを設置いたしまして、この部会の中で、本学

におけるジェネリック・スキル教育を考えていこうという体制を作りました。そして、このジェネリック・スキル

教育部会の中で、ジェネリック・スキルに関しての自己評価項目を設定いたしました。その上で、ジェネリック・

スキル教育の協賛科目という位置づけ。これは、いきなり、全科目を対象にして、プロジェクトを進行させていく

というのは非常に困難でありましたので、まずは、選ばれたいくつかの科目、あとでもう尐し詳しく説明させてい

ただきますけれども、手を挙げていただいた先生方にご協力をいただきまして、そういう科目を設置いたしました。

その上で、実際学生さんの方にジェネリック・スキルの自己評価を実施したというのが、この 2007 年度の取り組

みだということになるかと思います。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド 12 について＞ 

 まずは、自己評価項目の設定についてですけれども、

先ほど定義させていただきました、「気づく力」「考えぬ

く力」「聴き・伝える力」「やり遂げる力」という４つの

力に対しまして、それぞれ授業の場面でも実感できるよ

うな評価項目というのを５つずつ設定いたしました。こ

の、取組の非常に重要なポイントだとふうに私が考えて

おりますのが、この４つの力「気づく力」「考えぬく力」

「聴き伝える力」「やり遂げる力」というのは、当然です

けれども、社会の中で、あるいは、キャリア教育として

非常に重要な力であると同時に、実は授業そのものを支える力でもあるということです。言い換えますと、授業の 
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中で必要とされる力を当たり前のように授業の中で育てていこうというのが、この、サイクルプロジェクトという

取り組みであると考えられるかと思います。その上で自己評価できる、というようなことで、自己評価項目を作り

まして、これ自身は客観的な指標では当然ないわけですけれども、自己評価が上がるということ自体は、私自身は

学生にとって非常に大きな意味を持つと考えております。つまり、自分で自己評価が上がったと実感できるという

こと自身は、客観的な評価がどうであるかということは一端置いておくことにしましても、非常に意味があること

であると考えています。そうした上で、４つの力に対して、自己評価の項目を作成いたしました。だいたいこんな

感じの項目です。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド 13・14・15・16 について＞ 

 ものごとを色んな角度からみることができたり、他者の意見や考え方や自分の意見と比較するなんてことができ

るようになるということが、我々が特に授業の中で求める気づく力である。そして、考えぬく力といいますのは、

特に、柔軟性でありますとか、論理性、そういう風なものを中心に、且つ、現実社会との関係についても授業で学

んだことを繋いで考えていくということも考えぬくという力に入るのではないか、と考えております。それで、３ 
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つ目の聴き・伝える力ですけれども、これは、相手の話を真剣に聞くとか、聞く情報を入力する側と、明確に話す

事が出来るという形の伝える側の力と両面を持った力、聴く力、伝える力という風に設定しております。最後のや

り遂げる力なんですが、これは責任感でありますとか、集中力あるいは、タイムマネジメントの領域なんかもこの

辺の力であると我々は考えております。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド 17・18 について＞ 

 そして、これらの力を育てる、正課授業としての取り組みですが、この 2007 年度におきましては、秋期の科目

にジェネリック・スキル協賛科目ということで、21 科目を挙げていただきました。この 21 科目を設定した上で、

学生にジェネリック・スキルを意識したような教育、授業を行って、それをその上で、秋の開始時と終了時に自己

評価を実施して、力の伸びを測定する、という風なことをしております。その 21 科目の協賛科目ですけれども、

具体的に一個一個ご紹介はいたしませんけれども、学生に、19 年度は以下の科目でジェネリック・スキルの力を

つけていきますよ、ということで、協賛科目の一覧を学生に配布しております。これは、具体的には、科目名と配

当、それに対してどんな力を身につけることを目指すのか、という風なことを「気づく」～「やり遂げる」までの

４つの力のうちのこういう○をつける形で、この力とこの力を意識した科目として設定します。具体的には、こう

いう力を身に付けていきますよ、ということをメッセージとして、学生に伝える形で行っています。 
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＜スライド 19 について＞ 

 その上で、学生さんにはいわゆる自己評価シートとい

うことなんですけれども、マークシート方式の、こうい

う感じの、字が小さくて見えないかもしれませんが、先

ほどあげさせていただいた項目がズラっと並んでおりま

して、学生さんは、それに対して、自分の状態がどのぐ

らいの状態であるか、というようなことを１から５まで

の５段階で評価する、評定するというシートでございま

す。こういうシートを学生さんに配布しまして、実際に

自己評価をしてもらいます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド 20 について＞ 

 これを秋の最初と秋の終了時にとっておりますので、

たとえば、ジェネリック・スキル協賛科目をとっていた

学生さんの自己評価について見てみますと、秋学期の開

始時と終了時で、こんなふうな差が出ているという形で

す。全体的な特徴として、本学の学生さんで言うと、た

とえば、考えぬくというところが若干弱いような形など

も見て取れるかと思います。以上の辺りが、2007 年度

の取組として、挙げさせていただけることであるかと思

います。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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＜スライド 21・22 について＞ 

 これを踏まえまして、2008 年度の取り組みについて、ご報告をさせていただきます。2008 年度につきまして

は、裏シラバスというのを作成しました。裏というのは非常に表現が悪いんですけれども、これは、後で申し上げ

ますが、いわゆる正規のシラバスが出てしまった後に、これを作ったので、敢えて、裏シラバスという風に申し上

げています。これが何であるかということはまた後ほど、説明させていただきます。それから、こちらもちょっと

説明が必要かと思いますが、ウェブポートフォリオを稼働させました。ウェブポートフォリオというのは、これは

インターネット上に構築された、いわゆる個人ページです。このシステムを使って、学生の特にジェネリック・ス

キルの自己評価なんかを蓄積していって、学生さんのためにも、コミュニケーションのためにも、役立てようとい

うシステムです。それから、この年から、学生提案型インターンシップという新たな枠組みのインターンシップを

実施しています。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド 23・24 について＞ 

 では、まず、裏シラバスについてからお話をさせていただこうと思います。2007 年度については、いわゆる協

賛科目 21 科目だけで、取り組みをいただいたということなんですけれども、この 2008 年度については、基本的

には専任の全ての先生方に、ジェネリック・スキル教育を意識した、あるいは、意図した授業をやってください、

という形でお願いをいたしました。それぞれの授業で、どの力を伸ばしたいのか、どの程度力を入れるか、という

ことを宣言いただきまして、この宣言について、１冊の冊子として、学生に配布いたしました。これを裏シラバス

という風に呼んだわけですけれども、具体的にはこのようなイメージです。授業名、あるいは、担当者名があって、

通常のシラバスは別に配付されていますので、これぐらいの情報しかないですけれども、こっち側に気づく、考え

ぬく、聴き・伝える、やり遂げるという４つの力をそれぞれ５段階で言うと、どのぐらい力を入れてやりますよ、

ということを宣言していただきます。そのうえで、内容について特に、授業の具体的な内容というよりは、ジェネ

リック・スキル教育の側面から見て、どんなことが目指されているか、どんなことを狙う授業か、ということにつ

いて、コメントをいただいております。この授業ですと、たとえば、グループでの実験の実習を通して、課題に気

づくこと、やり遂げる力を訓練しますよ、ということを宣言をしているわけです。 



- 30 - 
 

 

＜スライド 25 について＞ 

 このような全ての科目に対しての、この裏シラバスを

配った上で、学生さんにはウェブポートフォリオという

システムを使って、自己評価を求めました。ウェブポー

トフォリオは先ほども申し上げた通り、Ｗｅｂ上に構築

されたページなんですけれども、学生さんの側からする

と、自分の活動や成長について記録していく、そして、

自分の活動そのものを把握するためのツールである。一

方では、教員の側から見ますと、このウェブポートフォ

リオというのは、学生の活動なんかを把握した上で、適

切なアドバイスを行うためのコミュニケーションのツールとして、使えるものだと認識しております。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド 26・27 について＞ 

 具体的な画面ですけれども、たとえば、こんな感じです。これは、仮のページですけれども、学生さんの４つの

力の自己評価、現段階とか以前の状態について、こういうレーダーチャートとかの形で表示した上で、自己評価が

できるような項目がこのように並んでいます。この自己評価を学生さんがした後で、コメント欄のところに、自分

は今回の自己評価を踏まえてこんな風に考えている、とか、あるいは、今後の目標はこういうことです、というこ

とを書く。それに対して、ここでは空欄になっておりますけれども、教員が、適切なコメントを返していくことに

よって、教員が教育的に関わっていくことができる、というシステムです。 
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＜スライド 28 について＞ 

 そして、2008 年度からの新しい取組として、学生提

案型インターンシップというのがあります。これは、ジ

ェネリック・スキル教育を実践する場としてのインター

ンシップです。従来のいわゆるインターンシップの多く

は、いってみれば、企業さんにお任せで、企業さんに学

生さんを投げて、よろしくお願いします、ということで

お預けして、お世話になって帰ってくる、というような

イメージだったわけですけれども、そうではなくて、今

回のインターンシップは、企業とのいわゆる産学連携、

非常に厚かましい言い方をしますと、企業さんの側にもメリットのあるようなインターンシップというのを作りた

い。そして、学生のジェネリック・スキルを鍛える、トレーニングする場として使いたい、ということで、企業さ

んの側から、色々なニーズ、お題をいただきまして、それに学生が、学生ならではの視点、あるいは女性ならでは

の視点から、応えて、企業さんの側に対して提案をしていくというインターンシップです。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド 29・30 について＞ 

 具体的な内容としては、こういう形です。アパレルメーカーさんに、アウター、小物を提案していくだとか、洋

菓子のメーカーさん、チーズケーキの専門のメーカーさんですけれども、学生さんに受けそうなチーズケーキのク

リスマスケーキを提案してくる。というようなインターンシップです。これは、幸いなことに企業さんの側からも

よくやってくれたと言っていただいたものがいくつもありますし、それから、何よりも我々の側からすると、学生

さん、特にインターンシップに参加した学生さんのジェネリック・スキルについて見てみますと、インターンシッ

プ前とインターンシップ後で、非常にはっきりとした自己評価の向上が認められるというデータも得られておりま

す。これが、2008 年の取り組みです。 
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＜スライド 31・32 について＞ 

 そして、2009 年の取り組みですけれども、ここでは、まず、2009 年の非常に大きな動きは、2008 年では、

裏シラバスという形で、裏で配っていたものを、正規のシラバスの中に、ジェネリック・スキル教育の観点、視点

というのを記載したということ。それから、これは現在進行形ですけれども、到達度指標という考え方に基づいて、

自己評価の項目について、見直しをしています。また、全学生を対象にこのウェブポートフォリオを稼働させたの

で、全学生を対象にして、そのウェブポートフォリオによるジェネリック・スキルの自己評価を実施したというこ

とで、こうした動きに伴って、ジェネリック・スキル教育部会、2007 年度の最初のところでも、申しましたけれ

ども、本学の教育を考えていく教育開発機構の中のジェネリック・スキル教育部会、これは、最初スタートした段

階では、すべての学科の先生方が参加されているようなタイプの部会ではなかったわけですけれども、今回、全学

科で実施していくということ、それから、到達度指標について、改めて考えていく中で、やはり、すべての学科の

先生方の考え方を取り入れていく必要があるだろうということで、拡大いたしまして、すべての学科から、メンバ

ーを出していただきました。先生方お忙しい中、非常にご負担をおかけしたわけですけれども、こうした体制で実

施していくことになりました。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 33 - 
 

 

＜スライド 33・32 について＞ 

 具体的なシラバスへの記載ですけれども、シラバス部分、ちょっと真ん中飛ばしておりますけれども、「学生の評

価」で終わっていたところが、その下に「ＧＳ対応」というのをつけまして、ここで、気づく、考えぬく、聴き・

伝える、やり遂げるの４つの力のどの力を伸ばすのか、ということをチェックする。そのうえで、またジェネリッ

ク・スキル教育として、どのような授業を展開するのか、というようなことについて記載するという形で、本年度

からシラバス上にこの情報をきっちりと載せることが出来ました。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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＜スライド 35・36・37・38・39 について＞ 

 その上で、到達度指標なんですけれども、学生が自己

評価をより行いやすい形、そして、それと同時に教員側

からも評価が行いやすいという形を目指して、かつ、必

要に応じては、学科自身の教育の目標、教育の理念等と

すり合わせが可能になるようにということで、まずは標

準的な到達度指標というのを改めて考えています。たと

えば、こういうものです。このあたりについては、お手

元の資料にも記載しておるかと思いますので、読み上げ

ることはいたしませんが、学生さんができるだけ自己評

価がしやすいような形になるように、そして、教員の側からみても、出来るだけ評価がしやすいような形で、これ

は、とりもなおさず本学が学生さんにどんな力を身に付けてほしいと思っているかということを、ある意味で具現

化したものであるという風に我々は捉えています。こうしたところで、学生さんにはこういう力が必要であって、

こういう力を伸ばしていくことが、大事なんだということで、大学としてのコンセンサスを得るということが非常

に重要なのではないか、そして、その項目を策定していく中で、そうしたことが非常に重要なのではないかと考え

つつ、現在、このプロジェクトは進行中だと言えると思います。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド 40・41 について＞ 

 さて、今後の課題についてなんですけれども、本学のプロジェクト３年間やってきたわけですけれども、決定的

に欠けているとわたくし自身が認識しておりますのは、教育プロセスについての検証です。特にプロジェクトの中

核である、正課授業内で、ジェネリック・スキルを伸ばすという取り組みについては、それが、どんな営みで、ど

んな風に教育として機能しているのかという検証がまだまだ丌十分であると思っています。学生の側から見た視点

についても、先生方の方としましては、こういう力を伸ばしますよ、ということで宣言はしていただいたわけです 
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が、それが十分に達成されているのかどうかということを、いわゆる授業改善のためのアンケート、これは、この

授業がどんな授業であったか、という一般的に授業評価といわれているものですけれども、こういうアンケートの

中に取り組んでいくことによって、ジェネリック・スキル教育として、その授業がどんな風な役割を学生さんにと

って成したのかというようなことは、評価していく必要があるだろうと思っております。その上で、実際にはどん

な教育方法が、ジェネリック・スキルを伸ばしていくのに、適正なのか、そして、有効なのかというようなことを

検証したうえで、開発していくことが必要だと考えております。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

＜スライド 42 について＞ 

 もう一つポイントは、学生さん自身はたとえばウェブ

ポートフォリオで、自己評価してくださいよ、という連

絡を事務局から投げたりするわけですけれども、必ずし

も 100 パーセントの学生さんが、その場で自己評価を

してくれるわけではない。それは、要は、ウェブポート

フォリオに彼女らの活動を蓄積していく、彼女らの状況

を蓄積していくということのメリット自身が彼女ら自身

にそれほど十分に納得されていない、あるいは、周知さ

れていないというふうな所に原因があるのではないかと

考えています。そういった意味では、ウェブポートフォリオ、せっかく、作ったわけですから、有効にできるだけ

活用していくためには、そのメリットをしっかり検証したうえで、学生さんにこういうメリットがあるんだという

ことを伝えていく義務があるのだろうと思っています。そして、何よりも大事なのは、こうしたことを教職員に対

しても、充分に周知した上で、全学的な取り組みとして、学生のこういう力を育てていくこととして、その事が学

生の為になる、と同時に、先ほどから申しておりますように、この力は、授業をよくするための力そのものである

ということに着目した上で、授業が良い授業、楽しい授業、有効な授業になるというところを通じて、我々教員の

側にも、あるいは教職員全体にというべきかもしれませんけれども、帰ってくるものであるということを周知して

いくことが、重要なのではないかと考えています。 
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＜スライド 43・44 について＞ 

 現代ＧＰの取組としては、これで、終了となるわけですけれども、サイクルプロジェクトそのものは、まだまだ

半ばのプロジェクトであります。今後ともまたいろいろとご指導いただきますように、よろしくお願いをしたいと

思います。では、わたくしの方の報告を終わらせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 

 


